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８課 預言的文書の解釈 
11月 21日 

 

安息日午後 11月 14日 
  

暗証聖句  

そして、モーセとすべての預言者から始めて、聖書全体にわたり、御自分につ
いて書かれていることを説明された。(ルカ 24:27、新共同訳)  

こう言って、モーセやすべての預言者からはじめて、聖書全体にわたり、ご自
身についてしるしてある事どもを、説きあかされた。(ルカ 24:27、口語訳) 

今週の聖句  

マタイ 5:17～48、Ⅰコリント 16:20、マタイ 4:1～11、ルカ 10:25～28、 
ルカ 24:25～27、44～49 

今週のテーマ  

イエスの十字架刑と復活のあと、キリストは落胆している２人の弟子の前に姿を
あらわされました。彼らは口をそろえて、「わたしたちは、あの方こそイスラエルを
解放してくださると望みをかけていました」〔口語訳「わたしたちは、イスラエルを救うの
はこの人であろうと、望みをかけていました」〕(ルカ 24:21)と告白しています。 
弟子たちは、ローマの支配からユダヤ人を解放してくれるメシアを期待してい
たのです。この誤った期待と、それに伴う失望は、旧約聖書のメシア預言に対する
偏った一面的な解釈に起因していました。 
キリストは、より広い観点から聖書を説明することによって、この２人の弟子の
誤解を解かれました(ルカ 24:25～27)。キリストの聖書解釈は彼らの目を開き、彼ら
の心を燃え上がらせました(同 24:31、32)。その後、イエスはエルサレムで、もっと
多くの弟子たちの一団の前にもあらわれ、「聖書を悟らせるために彼らの心の目
を開いて」 〔口語訳「聖書を悟らせるために彼らの心を開いて」 〕 (ルカ 24:45、同 24:33、36、 

44～49も参照)くださいました。 
これらの経験は、預言的文書を正しく理解することの良い結果を示していま
す。預言の誤った理解は、霊的な破滅を招くおそれがあります。 
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ルカ 24:21～49 （新共同訳） 
24:21 わたしたちは、あの方こそイスラ
エルを解放してくださると望みをかけて

 ルカ 24:21～49 （口語訳） 
24:21 わたしたちは、イスラエルを救う
のはこの人であろうと、望みをかけてい
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いました。しかも、そのことがあってか
ら、もう今日で三日目になります。 
24:22 ところが、仲間の婦人たちがわた
したちを驚かせました。婦人たちは朝早
く墓へ行きましたが、 
 
24:23 遺体を見つけずに戻って来まし
た。そして、天使たちが現れ、『イエスは
生きておられる』と告げたと言うのです。 
 
24:24 仲間の者が何人か墓へ行ってみた
のですが、婦人たちが言ったとおりで、
あの方は見当たりませんでした。」 
 
24:25 そこで、イエスは言われた。「ああ、
物分かりが悪く、心が鈍く預言者たちの
言ったことすべてを信じられない者たち、 
24:26 メシアはこういう苦しみを受け
て、栄光に入るはずだったのではない
か。」 
24:27 そして、モーセとすべての預言者
から始めて、聖書全体にわたり、御自分
について書かれていることを説明され
た。 
24:28 一行は目指す村に近づいたが、イ
エスはなおも先へ行こうとされる様子だ
った。 
24:29 二人が、「一緒にお泊まりくださ
い。そろそろ夕方になりますし、もう日
も傾いていますから」と言って、無理に
引き止めたので、イエスは共に泊まるた
め家に入られた。 
24:30 一緒に食事の席に着いたとき、イ
エスはパンを取り、賛美の祈りを唱え、
パンを裂いてお渡しになった。 
24:31 すると、二人の目が開け、イエスだ
と分かったが、その姿は見えなくなった。 
 
24:32 二人は、「道で話しておられると
き、また聖書を説明してくださったとき、
わたしたちの心は燃えていたではない
か」と語り合った。 
24:33 そして、時を移さず出発して、エル
サレムに戻ってみると、十一人とその仲
間が集まって、 
24:34 本当に主は復活して、シモンに現
れたと言っていた。 

ました。しかもその上に、この事が起っ
てから、きょうが三日目なのです。 
24:22 ところが、わたしたちの仲間であ
る数人の女が、わたしたちを驚かせまし
た。というのは、彼らが朝早く墓に行き
ますと、 
24:23 イエスのからだが見当らないの
で、帰ってきましたが、そのとき御使が
現れて、『イエスは生きておられる』と告
げたと申すのです。 
24:24 それで、わたしたちの仲間が数人、
墓に行って見ますと、果して女たちが言
ったとおりで、イエスは見当りませんで
した」。 
24:25 そこでイエスが言われた、「ああ、愚
かで心のにぶいため、預言者たちが説い
たすべての事を信じられない者たちよ。 
24:26 キリストは必ず、これらの苦難を
受けて、その栄光に入るはずではなかっ
たのか」。 
24:27 こう言って、モーセやすべての預
言者からはじめて、聖書全体にわたり、
ご自身についてしるしてある事どもを、
説きあかされた。 
24:28 それから、彼らは行こうとしてい
た村に近づいたが、イエスがなお先へ進
み行かれる様子であった。 
24:29 そこで、しいて引き止めて言っ
た、「わたしたちと一緒にお泊まり下さ
い。もう夕暮になっており、日もはや傾
いています」。イエスは、彼らと共に泊ま
るために、家にはいられた。 
24:30 一緒に食卓につかれたとき、パン
を取り、祝福してさき、彼らに渡してお
られるうちに、 
24:31 彼らの目が開けて、それがイエス
であることがわかった。すると、み姿が
見えなくなった。 
24:32 彼らは互に言った、「道々お話しに
なったとき、また聖書を説き明してくだ
さったとき、お互の心が内に燃えたでは
ないか」。 
24:33 そして、すぐに立ってエルサレム
に帰って見ると、十一弟子とその仲間が
集まっていて、 
24:34「主は、ほんとうによみがえって、
シモンに現れなさった」と言っていた。 
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24:35 二人も、道で起こったことや、パン
を裂いてくださったときにイエスだと分
かった次第を話した。 
24:36 こういうことを話していると、イ
エス御自身が彼らの真ん中に立ち、「あな
たがたに平和があるように」と言われた。 
24:37 彼らは恐れおののき、亡霊を見て
いるのだと思った。 
24:38 そこで、イエスは言われた。「なぜ、
うろたえているのか。どうして心に疑い
を起こすのか。 
24:39 わたしの手や足を見なさい。まさ
しくわたしだ。触ってよく見なさい。亡
霊には肉も骨もないが、あなたがたに見
えるとおり、わたしにはそれがある。」 
24:40 こう言って、イエスは手と足をお
見せになった。 
24:41 彼らが喜びのあまりまだ信じられ
ず、不思議がっているので、イエスは、「こ
こに何か食べ物があるか」と言われた。 
24:42 そこで、焼いた魚を一切れ差し出
すと、 
24:43 イエスはそれを取って、彼らの前
で食べられた。 
24:44 イエスは言われた。「わたしについ
てモーセの律法と預言者の書と詩編に書
いてある事柄は、必ずすべて実現する。
これこそ、まだあなたがたと一緒にいた
ころ、言っておいたことである。」 
 
24:45 そしてイエスは、聖書を悟らせる
ために彼らの心の目を開いて、 
24:46 言われた。「次のように書いてあ
る。『メシアは苦しみを受け、三日目に死
者の中から復活する。 
24:47 また、罪の赦しを得させる悔い改
めが、その名によってあらゆる国の人々
に宣べ伝えられる』と。エルサレムから
始めて、 
24:48 あなたがたはこれらのことの証人
となる。 
24:49 わたしは、父が約束されたものを
あなたがたに送る。高い所からの力に覆
われるまでは、都にとどまっていなさ
い。」 

24:35 そこでふたりの者は、途中であっ
たことや、パンをおさきになる様子でイ
エスだとわかったことなどを話した。 
24:36 こう話していると、イエスが彼ら
の中にお立ちになった。〔そして「やすか
れ」と言われた。〕 
24:37 彼らは恐れ驚いて、霊を見ている
のだと思った。 
24:38 そこでイエスが言われた、「なぜお
じ惑っているのか。どうして心に疑いを
起すのか。 
24:39 わたしの手や足を見なさい。まさ
しくわたしなのだ。さわって見なさい。
霊には肉や骨はないが、あなたがたが見
るとおり、わたしにはあるのだ」。 
24:40〔こう言って、手と足とをお見せに
なった。〕 
24:41 彼らは喜びのあまり、まだ信じられ
ないで不思議に思っていると、イエスが
「ここに何か食物があるか」と言われた。 
24:42 彼らが焼いた魚の一きれをさしあ
げると、 
24:43 イエスはそれを取って、みんなの
前で食べられた。 
24:44 それから彼らに対して言われた、
「わたしが以前あなたがたと一緒にいた
時分に話して聞かせた言葉は、こうであ
った。すなわち、モーセの律法と預言書
と詩篇とに、わたしについて書いてある
ことは、必ずことごとく成就する」。 
24:45 そこでイエスは、聖書を悟らせる
ために彼らの心を開いて 
24:46 言われた、「こう、しるしてある。
キリストは苦しみを受けて、三日目に死
人の中からよみがえる。 
24:47 そして、その名によって罪のゆる
しを得させる悔改めが、エルサレムから
はじまって、もろもろの国民に宣べ伝え
られる。 
24:48 あなたがたは、これらの事の証人
である。 
24:49 見よ、わたしの父が約束されたも
のを、あなたがたに贈る。だから、上か
ら力を授けられるまでは、あなたがたは
都にとどまっていなさい」。 
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日曜日 11月 15日  聖書自身が聖書を解釈する 

 

私たちの聖書解釈は、前提となる考え方に大きく影響されます。聖書を単なる
古文書の寄せ集めと考える人は、聖書の各書巻の間に統一性を見いだすことが
できません。しかし、「聖書はすべて神の霊の導きの下に書かれ、……有益です」
〔口語訳「聖書は、すべて神の霊感を受けて書かれたものであって、‥‥‥有益である」〕

(Ⅱテモ 3:16)という基本原則を考慮することで、私たちは聖書の根底にある統一性
を理解し、聖書自身に聖書を解釈させることができます。 
 
問１ マタイ 5:17～48 を読んでください。この箇所で言及されている旧約聖書の教え

を、イエスはどのように説明されましたか。 
 

マタイ5:17～48を表面的に読むと、イエスが旧約聖書の教えを廃し、ご自分の
新しい教えに置き換えているかのような印象を受けるかもしれません。しかし、よ
り注意深く読むと、イエスが旧約聖書の深い霊的な意味を明らかにしておられた
ことが分かります。その意味において、イエスは新しい契約の下で神の律法が
人々の心の中に置かれ、記されるというエレミヤ31:31～33の約束を成就してお
られました(ヘブ 8:8～10、10:16 と比較)。 
時として、ある箇所の解釈が、その箇所を含む同じ書巻の中で与えられている
こともあります。例えば、ダニエル２章では、まずネブカドネツァル（ネブカデネザル）王
の不思議な夢の描写(ダニ 2:31～35)があり、そのあとに夢の解釈(同 2:36～45)が続
いています。同様に、マタイ13章では、「種を蒔く人」のたとえ(マタ 13:1～9)のあと
に、その解釈(同 13:18～23)が続いています。 
また、あるメッセージの解釈が、後代の預言者によって与えられることもありま
す。例えば、歴代誌下36:22、23は、エレミヤ25:11、12、29:10で預言されている
70年の預言の成就を確証しています。しかし、旧約聖書の多くの予型はキリスト
において成就し、旧約聖書の多くの箇所は新約聖書の中で解釈されているので
す。 
「旧約聖書は、比喩と象徴における福音であり、新約聖書は、その実体である。
どちらも等しく不可欠である」(『セレクテッド·メッセージ』 第２巻 104ページ、英文  “The 

Old Testament is the gospel in figures and symbols. The New Testament is the substance. One 

is as essential as the other.”)。確かに、新約聖書は、霊感によって旧約聖書を解釈す
るものなのです。 

 

聖書を学ぶ際に、自分自身の前提に気づいていることは、なぜ重要なのですか。な
ぜ私たちにとって最も重要な前提は、聖書を神の言葉として信頼し、聖書が私たち
を評価するのであって、私たちが聖書を評価するのではないと受け止めることでな
ければならないのでしょうか。 
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Ⅱテモ 3:16 （新共同訳） 
3:16 聖書はすべて神の霊の導きの下に
書かれ、人を教え、戒め、誤りを正し、
義に導く訓練をするうえに有益です。 

 Ⅱテモ 3:16 （口語訳） 
3:16 聖書は、すべて神の霊感を受けて書
かれたものであって、人を教え、戒め、
正しくし、義に導くのに有益である。 

マタ 5:17～48 （新共同訳） 
5:17「わたしが来たのは律法や預言者を
廃止するためだ、と思ってはならない。
廃止するためではなく、完成するためで
ある。 
5:18 はっきり言っておく。すべてのことが
実現し、天地が消えうせるまで、律法の文
字から一点一画も消え去ることはない。 
5:19 だから、これらの最も小さな掟を一
つでも破り、そうするようにと人に教え
る者は、天の国で最も小さい者と呼ばれ
る。しかし、それを守り、そうするよう
に教える者は、天の国で大いなる者と呼
ばれる。 
5:20 言っておくが、あなたがたの義が律
法学者やファリサイ派の人々の義にまさ
っていなければ、あなたがたは決して天
の国に入ることができない。」 
5:21「あなたがたも聞いているとおり、
昔の人は『殺すな。人を殺した者は裁き
を受ける』と命じられている。 
 
5:22 しかし、わたしは言っておく。兄弟
に腹を立てる者はだれでも裁きを受け
る。兄弟に『ばか』と言う者は、最高法
院に引き渡され、『愚か者』と言う者は、
火の地獄に投げ込まれる。 
 
5:23 だから、あなたが祭壇に供え物を献
げようとし、兄弟が自分に反感を持って
いるのをそこで思い出したなら、 
 
5:24 その供え物を祭壇の前に置き、まず
行って兄弟と仲直りをし、それから帰っ
て来て、供え物を献げなさい。 
 
5:25 あなたを訴える人と一緒に道を行
く場合、途中で早く和解しなさい。さも
ないと、その人はあなたを裁判官に引き
渡し、裁判官は下役に引き渡し、あなた
は牢に投げ込まれるにちがいない。 
 
5:26 はっきり言っておく。最後の一クァ

 マタ 5:17～48 （口語訳） 
5:17 わたしが律法や預言者を廃するた
めにきた、と思ってはならない。廃する
ためではなく、成就するためにきたので
ある。 
5:18 よく言っておく。天地が滅び行くま
では、律法の一点、一画もすたることは
なく、ことごとく全うされるのである。 
5:19 それだから、これらの最も小さいい
ましめの一つでも破り、またそうするよ
うに人に教えたりする者は、天国で最も
小さい者と呼ばれるであろう。しかし、
これをおこないまたそう教える者は、天
国で大いなる者と呼ばれるであろう。 
5:20 わたしは言っておく。あなたがたの
義が律法学者やパリサイ人の義にまさっ
ていなければ、決して天国に、はいるこ
とはできない。 
5:21 昔の人々に『殺すな。殺す者は裁判
を受けねばならない』と言われていたこ
とは、あなたがたの聞いているところで
ある。 
5:22 しかし、わたしはあなたがたに言
う。兄弟に対して怒る者は、だれでも裁
判を受けねばならない。兄弟にむかって
愚か者と言う者は、議会に引きわたされ
るであろう。また、ばか者と言う者は、
地獄の火に投げ込まれるであろう。 
5:23 だから、祭壇に供え物をささげよう
とする場合、兄弟が自分に対して何かう
らみをいだいていることを、そこで思い
出したなら、 
5:24 その供え物を祭壇の前に残してお
き、まず行ってその兄弟と和解し、それ
から帰ってきて、供え物をささげること
にしなさい。 
5:25 あなたを訴える者と一緒に道を行
く時には、その途中で早く仲直りをしな
さい。そうしないと、その訴える者はあ
なたを裁判官にわたし、裁判官は下役に
わたし、そして、あなたは獄に入れられ
るであろう。 
5:26 よくあなたに言っておく。最後の一
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ドランスを返すまで、決してそこから出
ることはできない。」 
5:27「あなたがたも聞いているとおり、
『姦淫するな』と命じられている。 
 
5:28 しかし、わたしは言っておく。みだら
な思いで他人の妻を見る者はだれでも、
既に心の中でその女を犯したのである。 
5:29 もし、右の目があなたをつまずかせ
るなら、えぐり出して捨ててしまいなさ
い。体の一部がなくなっても、全身が地
獄に投げ込まれない方がましである。 
 
5:30 もし、右の手があなたをつまずかせ
るなら、切り取って捨ててしまいなさい。
体の一部がなくなっても、全身が地獄に
落ちない方がましである。」 
5:31「『妻を離縁する者は、離縁状を渡せ』
と命じられている。 
5:32 しかし、わたしは言っておく。不法
な結婚でもないのに妻を離縁する者はだ
れでも、その女に姦通の罪を犯させるこ
とになる。離縁された女を妻にする者も、
姦通の罪を犯すことになる。」 
5:33「また、あなたがたも聞いていると
おり、昔の人は、『偽りの誓いを立てるな。
主に対して誓ったことは、必ず果たせ』
と命じられている。 
5:34 しかし、わたしは言っておく。一切
誓いを立ててはならない。天にかけて誓
ってはならない。そこは神の玉座である。 
5:35 地にかけて誓ってはならない。そこ
は神の足台である。エルサレムにかけて誓
ってはならない。そこは大王の都である。 
5:36 また、あなたの頭にかけて誓っては
ならない。髪の毛一本すら、あなたは白
くも黒くもできないからである。 
5:37 あなたがたは、『然り、然り』『否、
否』と言いなさい。それ以上のことは、
悪い者から出るのである。」 
5:38「あなたがたも聞いているとおり、
『目には目を、歯には歯を』と命じられ
ている。 
5:39 しかし、わたしは言っておく。悪人
に手向かってはならない。だれかがあな
たの右の頬を打つなら、左の頬をも向け
なさい。 

コドラントを支払ってしまうまでは、決
してそこから出てくることはできない。
5:27『姦淫するな』と言われていたこと
は、あなたがたの聞いているところであ
る。 
5:28 しかし、わたしはあなたがたに言う。
だれでも、情欲をいだいて女を見る者は、
心の中ですでに姦淫をしたのである。 
5:29 もしあなたの右の目が罪を犯させ
るなら、それを抜き出して捨てなさい。
五体の一部を失っても、全身が地獄に投
げ入れられない方が、あなたにとって益
である。 
5:30 もしあなたの右の手が罪を犯させ
るなら、それを切って捨てなさい。五体
の一部を失っても、全身が地獄に落ち込
まない方が、あなたにとって益である。 
5:31 また『妻を出す者は離縁状を渡せ』
と言われている。 
5:32 しかし、わたしはあなたがたに言
う。だれでも、不品行以外の理由で自分
の妻を出す者は、姦淫を行わせるのであ
る。また出された女をめとる者も、姦淫
を行うのである。 
5:33 また昔の人々に『いつわり誓うな、
誓ったことは、すべて主に対して果せ』
と言われていたことは、あなたがたの聞
いているところである。 
5:34 しかし、わたしはあなたがたに言
う。いっさい誓ってはならない。天をさ
して誓うな。そこは神の御座であるから。 
5:35 また地をさして誓うな。そこは神の
足台であるから。またエルサレムをさして
誓うな。それは『大王の都』であるから。 
5:36 また、自分の頭をさして誓うな。あ
なたは髪の毛一すじさえ、白くも黒くも
することができない。 
5:37 あなたがたの言葉は、ただ、しかり、
しかり、否、否、であるべきだ。それ以
上に出ることは、悪から来るのである。 
5:38『目には目を、歯には歯を』と言わ
れていたことは、あなたがたの聞いてい
るところである。 
5:39 しかし、わたしはあなたがたに言
う。悪人に手向かうな。もし、だれかが
あなたの右の頬を打つなら、ほかの頬を
も向けてやりなさい。 
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5:40 あなたを訴えて下着を取ろうとす
る者には、上着をも取らせなさい。 
5:41 だれかが、一ミリオン行くように強
いるなら、一緒に二ミリオン行きなさい。  
 
5:42 求める者には与えなさい。あなたか
ら借りようとする者に、背を向けてはな
らない。」 
5:43「あなたがたも聞いているとおり、
『隣人を愛し、敵を憎め』と命じられて
いる。 
5:44 しかし、わたしは言っておく。敵を愛
し、自分を迫害する者のために祈りなさ
い。 
5:45 あなたがたの天の父の子となるた
めである。父は悪人にも善人にも太陽を
昇らせ、正しい者にも正しくない者にも
雨を降らせてくださるからである。 
 
5:46 自分を愛してくれる人を愛したと
ころで、あなたがたにどんな報いがあろ
うか。徴税人でも、同じことをしている
ではないか。 
5:47 自分の兄弟にだけ挨拶したところ
で、どんな優れたことをしたことになろ
うか。異邦人でさえ、同じことをしてい
るではないか。 
5:48 だから、あなたがたの天の父が完全
であられるように、あなたがたも完全な
者となりなさい。」 

5:40 あなたを訴えて、下着を取ろうとす
る者には、上着をも与えなさい。 
5:41 もし、だれかが、あなたをしいて一
マイル行かせようとするなら、その人と
共に二マイル行きなさい。 
5:42 求める者には与え、借りようとする
者を断るな。 
 
5:43『隣り人を愛し、敵を憎め』と言わ
れていたことは、あなたがたの聞いてい
るところである。 
5:44 しかし、わたしはあなたがたに言
う。敵を愛し、迫害する者のために祈れ。  
 
5:45 こうして、天にいますあなたがたの
父の子となるためである。天の父は、悪
い者の上にも良い者の上にも、太陽をの
ぼらせ、正しい者にも正しくない者にも、
雨を降らして下さるからである。 
5:46 あなたがたが自分を愛する者を愛
したからとて、なんの報いがあろうか。
そのようなことは取税人でもするではな
いか。 
5:47 兄弟だけにあいさつをしたからと
て、なんのすぐれた事をしているだろう
か。そのようなことは異邦人でもしてい
るではないか。 
5:48 それだから、あなたがたの天の父が
完全であられるように、あなたがたも完
全な者となりなさい。 

エレ 31:31～33 （新共同訳） 
31:31 見よ、わたしがイスラエルの家、ユ
ダの家と新しい契約を結ぶ日が来る、と
主は言われる。 
31:32 この契約は、かつてわたしが彼ら
の先祖の手を取ってエジプトの地から導
き出したときに結んだものではない。わ
たしが彼らの主人であったにもかかわら
ず、彼らはこの契約を破った、と主は言
われる。 
31:33 しかし、来るべき日に、わたしがイ
スラエルの家と結ぶ契約はこれである、
と主は言われる。すなわち、わたしの律
法を彼らの胸の中に授け、彼らの心にそ
れを記す。わたしは彼らの神となり、彼
らはわたしの民となる。 

 エレ 31:31～33 （口語訳） 
31:31 主は言われる、見よ、わたしがイス
ラエルの家とユダの家とに新しい契約を
立てる日が来る。 
31:32 この契約はわたしが彼らの先祖を
その手をとってエジプトの地から導き出
した日に立てたようなものではない。わ
たしは彼らの夫であったのだが、彼らは
そのわたしの契約を破ったと主は言われ
る。 
31:33 しかし、それらの日の後にわたし
がイスラエルの家に立てる契約はこれで
ある。すなわちわたしは、わたしの律法
を彼らのうちに置き、その心にしるす。
わたしは彼らの神となり、彼らはわたし
の民となると主は言われる。 
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ヘブ 8:8～10 （新共同訳） 
8:8 事実、神はイスラエルの人々を非難
して次のように言われています。「『見よ、
わたしがイスラエルの家、またユダの家
と、新しい契約を結ぶ時が来る』と、主
は言われる。 
8:9『それは、わたしが彼らの先祖の手を
取って、エジプトの地から導き出した日
に、彼らと結んだ契約のようなものでは
ない。彼らはわたしの契約に忠実でなか
ったので、わたしも彼らを顧みなかった』
と、主は言われる。 
8:10『それらの日の後、わたしが/イスラ
エルの家と結ぶ契約はこれである』と、 
主は言われる。『すなわち、わたしの律法
を彼らの思いに置き、彼らの心にそれを
書きつけよう。わたしは彼らの神となり、
彼らはわたしの民となる。 

 ヘブ 8:8～10 （口語訳） 
8:8 ところが、神は彼らを責めて言われ
た、「主は言われる、見よ、わたしがイス
ラエルの家およびユダの家と、新しい契
約を結ぶ日が来る。 
 
8:9 それは、わたしが彼らの先祖たちの手
をとって、エジプトの地から導き出した日
に、彼らと結んだ契約のようなものでは
ない。彼らがわたしの契約にとどまること
をしないので、わたしも彼らをかえりみな
かったからであると、主が言われる。 
8:10 わたしが、それらの日の後、イスラ
エルの家と立てようとする契約はこれで
ある、と主が言われる。すなわち、わた
しの律法を彼らの思いの中に入れ、彼ら
の心に書きつけよう。こうして、わたし
は彼らの神となり、彼らはわたしの民と
なるであろう。 

ヘブ 10:16 （新共同訳） 
10:16「『それらの日の後、わたしが/彼ら
と結ぶ契約はこれである』と、主は言わ
れる。『わたしの律法を彼らの心に置き、
彼らの思いにそれを書きつけよう。 

 ヘブ 10:16 （口語訳） 
10:16「わたしが、それらの日の後、彼ら
に対して立てようとする契約はこれであ
ると、主が言われる。わたしの律法を彼
らの心に与え、彼らの思いのうちに書き
つけよう」と言い、 

ダニ 2:31～45 （新共同訳） 
2:31 王様、あなたは一つの像を御覧にな
りました。それは巨大で、異常に輝き、
あなたの前に立ち、見るも恐ろしいもの
でした。 
2:32 それは頭が純金、胸と腕が銀、腹と
腿が青銅、 
2:33 すねが鉄、足は一部が鉄、一部が陶
土でできていました。 
2:34 見ておられると、一つの石が人手に
よらずに切り出され、その像の鉄と陶土
の足を打ち砕きました。 
 
2:35 鉄も陶土も、青銅も銀も金も共に砕
け、夏の打穀場のもみ殻のようになり、
風に吹き払われ、跡形もなくなりました。
その像を打った石は大きな山となり、全
地に広がったのです。 
 
2:36 これが王様の御覧になった夢です。
さて、その解釈をいたしましょう。 
 

 ダニ 2:31～45 （口語訳） 
2:31 王よ、あなたは一つの大いなる像
が、あなたの前に立っているのを見られ
ました。その像は大きく、非常に光り輝
いて、恐ろしい外観をもっていました。 
2:32 その像の頭は純金、胸と両腕とは
銀、腹と、ももとは青銅、 
2:33 すねは鉄、足の一部は鉄、一部は粘
土です。 
2:34 あなたが見ておられたとき、一つの
石が人手によらずに切り出されて、その
像の鉄と粘土との足を撃ち、これを砕き
ました。 
2:35 こうして鉄と、粘土と、青銅と、銀
と、金とはみな共に砕けて、夏の打ち場
のもみがらのようになり、風に吹き払わ
れて、あとかたもなくなりました。とこ
ろがその像を撃った石は、大きな山とな
って全地に満ちました。 
2:36 これがその夢です。今わたしたちは
その解き明かしを、王の前に申しあげま
しょう。 
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2:37 王様、あなたはすべての王の王で
す。天の神はあなたに、国と権威と威力
と威光を授け、 
2:38 人間も野の獣も空の鳥も、どこに住
んでいようとみなあなたの手にゆだね、
このすべてを治めさせられました。すな
わち、あなたがその金の頭なのです。 
2:39 あなたのあとに他の国が興ります
が、これはあなたに劣るもの。その次に興
る第三の国は青銅で、全地を支配します。 
2:40 第四の国は鉄のように強い。鉄はす
べてを打ち砕きますが、あらゆるものを
破壊する鉄のように、この国は破壊を重
ねます。 
2:41 足と足指は一部が陶工の用いる陶
土、一部が鉄であるのを御覧になりまし
たが、そのようにこの国は分裂していま
す。鉄が柔らかい陶土と混じっているの
を御覧になったように、この国には鉄の
強さもあります。 
2:42 足指は一部が鉄、一部が陶土です。
すなわち、この国には強い部分もあれば、
もろい部分もあるのです。 
2:43 また、鉄が柔らかい陶土と混じり合
っているのを御覧になったように、人々
は婚姻によって混じり合います。しかし、
鉄が陶土と溶け合うことがないように、
ひとつになることはありません。 
2:44 この王たちの時代に、天の神は一つ
の国を興されます。この国は永遠に滅び
ることなく、その主権は他の民の手に渡
ることなく、すべての国を打ち滅ぼし、
永遠に続きます。 
 
2:45 山から人手によらず切り出された
石が、鉄、青銅、陶土、銀、金を打つの
を御覧になりましたが、それによって、
偉大な神は引き続き起こることを王様に
お知らせになったのです。この夢は確か
であり、解釈もまちがいございません。」 

2:37 王よ、あなたは諸王の王であって、
天の神はあなたに国と力と勢いと栄えと
を賜い、 
2:38 また人の子ら、野の獣、空の鳥はど
こにいるものでも、皆これをあなたの手
に与えて、ことごとく治めさせられまし
た。あなたはあの金の頭です。 
2:39 あなたの後にあなたに劣る一つの
国が起ります。また第三に青銅の国が起
って、全世界を治めるようになります。 
2:40 第四の国は鉄のように強いでしょ
う。鉄はよくすべての物をこわし砕くか
らです。鉄がこれらをことごとく打ち砕
くように、その国はこわし砕くでしょう。 
2:41 あなたはその足と足の指を見られ
ましたが、その一部は陶器師の粘土、一
部は鉄であったので、それは分裂した国
をさします。しかしあなたが鉄と粘土と
の混じったのを見られたように、その国
には鉄の強さがあるでしょう。 
2:42 その足の指の一部は鉄、一部は粘土
であったように、その国は一部は強く、
一部はもろいでしょう。 
2:43 あなたが鉄と粘土との混じったの
を見られたように、それらは婚姻によっ
て、互に混ざるでしょう。しかし鉄と粘
土とは相混じらないように、かれとこれ
と相合することはありません。 
2:44 それらの王たちの世に、天の神は一
つの国を立てられます。これはいつまで
も滅びることがなく、その主権は他の民
にわたされず、かえってこれらのもろも
ろの国を打ち破って滅ぼすでしょう。そ
してこの国は立って永遠に至るのです。 
2:45 一つの石が人手によらずに山から
切り出され、その石が鉄と、青銅と、粘
土と、銀と、金とを打ち砕いたのを、あ
なたが見られたのはこの事です。大いな
る神がこの後に起るべきことを、王に知
らされたのです。その夢はまことであっ
て、この解き明かしは確かです」。 

マタ 13:1～9 （新共同訳） 
13:1 その日、イエスは家を出て、湖のほ
とりに座っておられた。 
13:2 すると、大勢の群衆がそばに集まっ
て来たので、イエスは舟に乗って腰を下
ろされた。群衆は皆岸辺に立っていた。 

 マタ 13:1～9 （口語訳） 
13:1 その日、イエスは家を出て、海べに
すわっておられた。 
13:2 ところが、大ぜいの群衆がみもとに
集まったので、イエスは舟に乗ってすわ
られ、群衆はみな岸に立っていた。 
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13:3 イエスはたとえを用いて彼らに多
くのことを語られた。「種を蒔く人が種蒔
きに出て行った。 
13:4 蒔いている間に、ある種は道端に落
ち、鳥が来て食べてしまった。 
 
13:5 ほかの種は、石だらけで土の少ない
所に落ち、そこは土が浅いのですぐ芽を
出した。 
13:6 しかし、日が昇ると焼けて、根がな
いために枯れてしまった。 
13:7 ほかの種は茨の間に落ち、茨が伸び
てそれをふさいでしまった。 
 
13:8 ところが、ほかの種は、良い土地に
落ち、実を結んで、あるものは百倍、あ
るものは六十倍、あるものは三十倍にも
なった。 
13:9 耳のある者は聞きなさい。」 

13:3 イエスは譬で多くの事を語り、こう
言われた、「見よ、種まきが種をまきに出
て行った。 
13:4 まいているうちに、道ばたに落ちた
種があった。すると、鳥がきて食べてし
まった。 
13:5 ほかの種は土の薄い石地に落ちた。
そこは土が深くないので、すぐ芽を出し
たが、 
13:6 日が上ると焼けて、根がないために
枯れてしまった。 
13:7 ほかの種はいばらの地に落ちた。す
ると、いばらが伸びて、ふさいでしまっ
た。 
13:8 ほかの種は良い地に落ちて実を結
び、あるものは百倍、あるものは六十倍、
あるものは三十倍にもなった。 
 
13:9 耳のある者は聞くがよい」。 

マタ 13:18～23 （新共同訳） 
13:18「だから、種を蒔く人のたとえを聞
きなさい。 
13:19 だれでも御国の言葉を聞いて悟ら
なければ、悪い者が来て、心の中に蒔か
れたものを奪い取る。道端に蒔かれたも
のとは、こういう人である。 
 
13:20 石だらけの所に蒔かれたものと
は、御言葉を聞いて、すぐ喜んで受け入
れるが、 
13:21 自分には根がないので、しばらく
は続いても、御言葉のために艱難や迫害
が起こると、すぐにつまずいてしまう人
である。 
13:22 茨の中に蒔かれたものとは、御言
葉を聞くが、世の思い煩いや富の誘惑が
御言葉を覆いふさいで、実らない人であ
る。 
13:23 良い土地に蒔かれたものとは、御
言葉を聞いて悟る人であり、あるものは
百倍、あるものは六十倍、あるものは三
十倍の実を結ぶのである。」 

 マタ 13:18～23 （口語訳） 
13:18 そこで、種まきの譬を聞きなさい。  
 
13:19 だれでも御国の言を聞いて悟らな
いならば、悪い者がきて、その人の心に
まかれたものを奪いとって行く。道ばた
にまかれたものというのは、そういう人
のことである。 
13:20 石地にまかれたものというのは、
御言を聞くと、すぐに喜んで受ける人の
ことである。 
13:21 その中に根がないので、しばらく
続くだけであって、御言のために困難や
迫害が起ってくると、すぐつまずいてし
まう。 
13:22 また、いばらの中にまかれたもの
とは、御言を聞くが、世の心づかいと富
の惑わしとが御言をふさぐので、実を結
ばなくなる人のことである。 
13:23 また、良い地にまかれたものとは、
御言を聞いて悟る人のことであって、そう
いう人が実を結び、百倍、あるいは六十
倍、あるいは三十倍にもなるのである」。 

代下 36:22、23 （新共同訳） 
36:22 ペルシアの王キュロスの第一年の
ことである。主はかつてエレミヤの口を
通して約束されたことを成就するため、
ペルシアの王キュロスの心を動かされ

 代下 36:22、23 （口語訳） 
36:22 ペルシャ王クロスの元年に当り、
主はエレミヤの口によって伝えた主の言
葉を成就するため、ペルシャ王クロスの
霊を感動されたので、王はあまねく国中
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た。キュロスは文書にも記して、国中に
次のような布告を行き渡らせた。 
36:23「ペルシアの王キュロスはこう言
う。天にいます神、主は、地上のすべて
の国をわたしに賜った。この主がユダの
エルサレムに御自分の神殿を建てること
をわたしに命じられた。あなたたちの中
で主の民に属する者はだれでも、上って
行くがよい。神なる主がその者と共にい
てくださるように。」 

にふれ示し、またそれを書き示して言っ
た、 
36:23「ペルシャの王クロスはこう言う、
『天の神、主は地上の国々をことごとく
わたしに賜わって、主の宮をユダにある
エルサレムに建てることをわたしに命じ
られた。あなたがたのうち、その民であ
る者は皆、その神、主の助けを得て上っ
て行きなさい』」。 

エレ 25:11、12 （新共同訳） 
25:11 この地は全く廃虚となり、人の驚
くところとなる。これらの民はバビロン
の王に七十年の間仕える。 
25:12 七十年が終わると、わたしは、バビ
ロンの王とその民、またカルデア人の地を
その罪のゆえに罰する、と主は言われる。
そして、そこをとこしえに荒れ地とする。 

 エレ 25:11、12 （口語訳） 
25:11 この地はみな滅ぼされて荒れ地と
なる。そしてその国々は七十年の間バビ
ロンの王に仕える。 
25:12 主は言われる、七十年の終った後
に、わたしはバビロンの王と、その民と、
カルデヤびとの地を、その罪のために罰
し、永遠の荒れ地とする。 

エレ 29:10 （新共同訳） 
29:10 主はこう言われる。バビロンに七
十年の時が満ちたなら、わたしはあなた
たちを顧みる。わたしは恵みの約束を果
たし、あなたたちをこの地に連れ戻す。 

 エレ 29:10 （口語訳） 
29:10 主はこう言われる、バビロンで七
十年が満ちるならば、わたしはあなたが
たを顧み、わたしの約束を果し、あなた
がたをこの所に導き帰る。 

 

月曜日 11月 16日  歴史的・文化的文脈 

 
問２ イザヤ65:17～20を読んでください。新しい天と地において、子どもが「百歳で死

ぬ」(イザ 65:20)とは、どういう意味ですか。 ※子ども＝若者 （新共同訳・口語訳） 

【参考】 Isaiah 65:20（NKJV） 下線部＝子どもが百歳で死ぬ 

“ No more shall an infant from there live but a few days, Nor an old man who has not 
fulfilled his days; For the child shall die one hundred years old, But the sinner being one 
hundred years old shall be accursed. 

新共同訳：百歳で死ぬ者は若者とされ（る）/口語訳：百歳で死ぬ者も、なお若い者とせられ（る） 

イザヤ65:20を歴史的背景から切り離すと、新しい天と新しい地にも死や罪、
人が存在すると容易に想定しかねません。しかし、そのような考えは、義なる死者
が復活し(イザ 26:19)、死や悲しみが最終的に消滅する(同 25:8、65:19)というイザ
ヤ書の約束と矛盾します。 
イザヤ65:20は、明らかに象徴的な言葉です。100歳の子どもなどいるでしょう
か。そうではなく、イザヤ65:17～20を歴史的背景の中で読むとき、この聖句は、
イスラエルの民が受ける祝福を詩的に指し示していることがわかります。ただし、
それは、彼らが契約の規定に忠実であり続ける場合に限られるのです (申

28章と比較)。マタイ24章で、イエスがより差し迫った出来事とのちに起きる出来事
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を結びつけられたように、イザヤもここで同じことを行っています。今から起こるこ
とが新しい天と新しい地の先触れとなることを示しているのです。 
それはイザヤ書において、新しい創造は完全に未来のことというわけではあり
ません。神の栄光に満ちた贖いと赦しの業を通して、突然、現在に到来したので
す。この聖句は、今、つまり当時のイスラエルの現実の中においてさえ、神がすで
に死を打ち破っておられると告げています。このような考えが、長寿の約束や乳児
の死がなくなることを通して表現されているのです(イザ 65:20)。これらすべては、
やがて起こることを予示していたにすぎません。 

 
問３ Ⅰコリント 16:20 を読んでください。この聖句を、私たちの時代や文化にどう適

用すればよいのでしょうか。 
 

新約聖書時代のギリシア文化では、親戚や親しい友人との挨拶には口づけ（接
吻）が伴いました。パウロは、ローマ16:16、Ⅰコリント16:20、Ⅱコリント13:12、Ⅰ
テサロニケ5:26において、クリスチャン同士のこのような温かく愛情のこもった挨
拶について指示を与えています。その文脈から、信徒を温かく迎え、神の家族の
一員であると感じさせるという聖書の原則を読み取ることができます。文化によっ
ては、口づけは不適切であり、握手、抱擁、お辞儀のほうが文化的に受け入れら
れるでしょう。 

55 

イザ 65:17～20 （新共同訳） 
65:17 見よ、わたしは新しい天と新しい
地を創造する。初めからのことを思い起
こす者はない。それはだれの心にも上る
ことはない。 
65:18 代々とこしえに喜び楽しみ、喜び
躍れ。わたしは創造する。見よ、わたし
はエルサレムを喜び躍るものとして/そ
の民を喜び楽しむものとして、創造する。
65:19 わたしはエルサレムを喜びとし/
わたしの民を楽しみとする。泣く声、叫
ぶ声は、再びその中に響くことがない。 
65:20 そこには、もはや若死にする者も/
年老いて長寿を満たさない者もなくな
る。百歳で死ぬ者は若者とされ/百歳に達
しない者は呪われた者とされる。 

 イザ 65:17～20 （口語訳） 
65:17 見よ、わたしは新しい天と、新しい
地とを創造する。さきの事はおぼえられ
ることなく、心に思い起すことはない。 
 
65:18 しかし、あなたがたはわたしの創造
するものにより、とこしえに楽しみ、喜び
を得よ。見よ、わたしはエルサレムを造っ
て喜びとし、その民を楽しみとする。 
65:19 わたしはエルサレムを喜び、わが
民を楽しむ。泣く声と叫ぶ声は再びその
中に聞えることはない。 
65:20 わずか数日で死ぬみどりごと、お
のが命の日を満たさない老人とは、もは
やその中にいない。百歳で死ぬ者も、な
お若い者とせられ、百歳で死ぬ者は、の
ろわれた罪びととされる。 

イザ 26:19 （新共同訳） 
26:19 あなたの死者が命を得/わたしの
しかばねが立ち上がりますように。塵の
中に住まう者よ、目を覚ませ、喜び歌え。
あなたの送られる露は光の露。あなたは
死霊の地にそれを降らせられます。 

 イザ 26:19 （口語訳） 
26:19 あなたの死者は生き、彼らのなき
がらは起きる。ちりに伏す者よ、さめて
喜びうたえ。あなたの露は光の露であっ
て、それを亡霊の国の上に降らされるか
らである。 
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火曜日 11月 17日   文学的文脈 

 

ある有名な説教者の逸話に、深刻な問題に直面していた男が神の御心を知り
たいと思い、聖書を開いて無作為に指をさしたという話があります。指は、マタイ
27:5の上にあり、そこには、「〔ユダは〕立ち去り、首をつって死んだ」〔口語訳「彼は
・・・・・・出て行き、首をつって死んだ」〕と書かれていました。この聖句に驚いた彼は、もっ
と励みになるメッセージを見つけようとして同じことを繰り返しますが、結局、今度
はルカ10:37に指が止まったのでした。そこには、「そこで、イエスは言われた。『行
って、あなたも同じようにしなさい』」〔口語訳「そこでイエスは言われた、『あなたも行っ
て同じようにしなさい』」〕と書かれていました。どちらも確かに聖書の言葉ですが、文
脈の中で理解される必要があります。 
実際、聖書のメッセージに対する多くの歪んだ解釈は、聖句をその文学的文脈
から切り離してしまうという、よくあることから生じています。このような方法は、聖
書をあらゆる種類の作為的な解釈にさらすことになるのです。 
 
問４ 創世記 3:1～5 とマタイ 4:1～11 を読んでください。サタンは文脈を無視して神

の言葉を用いることで、いかに神の言葉を歪めましたか。 

 

ある人たちは、自分自身の知識不足のために、悪意はないのに聖書のメッセー
ジを歪めてしまうことがあります。しかし別の人たちは、上記の聖句に記されてい
る二つの機会にサタンがやったように、意図的にそうします。動機が何であれ、そ
の結果は常に有害です。 

※申命記 28 章、マタイ 24 章はお手持ちの聖書をお読みください。 

Ⅰコリ 16:20 （新共同訳） 
16:20 すべての兄弟があなたがたによろ
しくと言っています。あなたがたも、聖
なる口づけによって互いに挨拶を交わし
なさい。 

 Ⅰコリ 16:20 （口語訳） 
16:20 すべての兄弟たちから、よろしく。
あなたがたも互に、きよい接吻をもって
あいさつをかわしなさい。 

ロマ 16:16 （新共同訳） 
16:16 あなたがたも、聖なる口づけによ
って互いに挨拶を交わしなさい。キリス
トのすべての教会があなたがたによろし
くと言っています。 

 ロマ 16:16 （口語訳） 
16:16 きよい接吻をもって、互にあいさ
つをかわしなさい。キリストのすべての
教会から、あなたがたによろしく。 

Ⅱコリ 13:12 （新共同訳） 
13:12 聖なる口づけによって互いに挨拶
を交わしなさい。すべての聖なる者があ
なたがたによろしくとのことです。 

 Ⅱコリ 13:12 （口語訳） 
13:12 きよい接吻をもって互にあいさつ
をかわしなさい。聖徒たち一同が、あな
たがたによろしく。 

Ⅰテサ 5:26 （新共同訳） 
5:26 すべての兄弟たちに、聖なる口づけ
によって挨拶をしなさい。 

 Ⅰテサ 5:26 （口語訳） 
5:26 すべての兄弟たちに、きよい接吻を
もって、よろしく伝えてほしい。 
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エデンの園(創 3:1～5、黙 12:9 と比較)で、サタンはエバの前に、人間の言葉を話
せる魅力的で好奇心旺盛な蛇としてあらわれました。サタンは神の言葉を本来の
文脈から切り離し、まず一般化したうえで、次に欺瞞に満ちた自らの解釈を提示し
たのです。 
イエスが聖霊に導かれて荒れ野に行かれたとき(マタ 4:1～11、ルカ 4:1～13)、「サ
タンはキリストを惑わすために、光の天使のように誘惑の荒れ野にあらわれた」
(『アドベント·レビュー·アンド·サバス·ヘラルド』 1888年 12月 18日号、英文  “Satan came as an 

angel of light in the wilderness of temptation to deceive Christ.”)。キリストとの対話の中
で、サタンは詩編（詩篇）91:11、12を歪めて引用し、意図的に危険な状況に身をさら
す者でさえも神が守ってくださるかのようにほのめかしました。 
エデンの園や荒れ野での誘惑の経験は、(語られた言葉であれ、記された言葉であ

れ)神の言葉の解釈を含む大争闘の存在を示しています。これらの経験は、聖句
を文脈に忠実に理解することの重要性を認識する助けとなるはずです。 

 

【参考】英語テキストにある英文 

Why must we avoid the temptation to pull texts out of context in order to try to prove 
our points, no matter how correct our points are? 

自分の主張がどれほど正しいものであろうとも、その主張を立証しようとして、文章
を文脈から切り離して引用するという誘惑を、なぜ私たちは避けなければならない
のでしょうか。 

56 

マタ 27:5 （新共同訳） 
27:5 そこで、ユダは銀貨を神殿に投げ込
んで立ち去り、首をつって死んだ。 

 マタ 27:5 （口語訳） 
27:5 そこで、彼は銀貨を聖所に投げ込ん
で出て行き、首をつって死んだ。 

ルカ 10:37 （新共同訳） 
10:37 律法の専門家は言った。「その人を
助けた人です。」そこで、イエスは言われ
た。「行って、あなたも同じようにしなさ
い。」 

 ルカ 10:37 （口語訳） 
10:37 彼が言った、「その人に慈悲深い行
いをした人です」。そこでイエスは言われ
た、「あなたも行って同じようにしなさ
い」。 

創 3:1～5 （新共同訳） 
3:1 主なる神が造られた野の生き物のう
ちで、最も賢いのは蛇であった。蛇は女
に言った。「園のどの木からも食べては
いけない、などと神は言われたのか。」 
 
3:2 女は蛇に答えた。「わたしたちは園の
木の果実を食べてもよいのです。 
3:3 でも、園の中央に生えている木の果
実だけは、食べてはいけない、触れても
いけない、死んではいけないから、と神
様はおっしゃいました。」 
3:4 蛇は女に言った。「決して死ぬことは
ない。 

 創 3:1～5 （口語訳） 
3:1 さて主なる神が造られた野の生き物
のうちで、へびが最も狡猾であった。へび
は女に言った、「園にあるどの木からも取
って食べるなと、ほんとうに神が言われ
たのですか」。 
3:2女はへびに言った、「わたしたちは園の
木の実を食べることは許されていますが、 
3:3 ただ園の中央にある木の実について
は、これを取って食べるな、これに触れる
な、死んではいけないからと、神は言われ
ました」。 
3:4 へびは女に言った、「あなたがたは決
して死ぬことはないでしょう。 
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3:5 それを食べると、目が開け、神のよ
うに善悪を知るものとなることを神は
ご存じなのだ。」 

3:5それを食べると、あなたがたの目が開
け、神のように善悪を知る者となること
を、神は知っておられるのです」。 

マタ 4:1～11 （新共同訳） 
4:1 さて、イエスは悪魔から誘惑を受ける
ため、“霊”に導かれて荒れ野に行かれた。 
4:2 そして四十日間、昼も夜も断食した
後、空腹を覚えられた。 
4:3 すると、誘惑する者が来て、イエス
に言った。「神の子なら、これらの石がパ
ンになるように命じたらどうだ。」 
4:4 イエスはお答えになった。「『人はパ
ンだけで生きるものではない。神の口か
ら出る一つ一つの言葉で生きる』と書い
てある。」 
4:5 次に、悪魔はイエスを聖なる都に連
れて行き、神殿の屋根の端に立たせて、 
4:6 言った。「神の子なら、飛び降りたら
どうだ。『神があなたのために天使たち
に命じると、あなたの足が石に打ち当た
ることのないように、天使たちは手であ
なたを支える』と書いてある。」 
 
4:7 イエスは、「『あなたの神である主を
試してはならない』とも書いてある」と
言われた。 
4:8 更に、悪魔はイエスを非常に高い山
に連れて行き、世のすべての国々とその
繁栄ぶりを見せて、 
4:9「もし、ひれ伏してわたしを拝むな
ら、これをみんな与えよう」と言った。 
 
4:10 すると、イエスは言われた。「退け、
サタン。『あなたの神である主を拝み、た
だ主に仕えよ』と書いてある。」 
4:11 そこで、悪魔は離れ去った。すると、
天使たちが来てイエスに仕えた。 

 マタ 4:1～11 （口語訳） 
4:1さて、イエスは御霊によって荒野に導
かれた。悪魔に試みられるためである。  
4:2 そして、四十日四十夜、断食をし、そ
ののち空腹になられた。 
4:3 すると試みる者がきて言った、「もしあ
なたが神の子であるなら、これらの石がパ
ンになるように命じてごらんなさい」。 
4:4イエスは答えて言われた、「『人はパン
だけで生きるものではなく、神の口から
出る一つ一つの言で生きるものである』
と書いてある」。 
4:5それから悪魔は、イエスを聖なる都に
連れて行き、宮の頂上に立たせて 
4:6 言った、「もしあなたが神の子である
なら、下へ飛びおりてごらんなさい。『神
はあなたのために御使たちにお命じにな
ると、あなたの足が石に打ちつけられな
いように、彼らはあなたを手でささえる
であろう』と書いてありますから」。 
4:7イエスは彼に言われた、「『主なるあな
たの神を試みてはならない』とまた書い
てある」。 
4:8次に悪魔は、イエスを非常に高い山に
連れて行き、この世のすべての国々とそ
の栄華とを見せて 
4:9 言った、「もしあなたが、ひれ伏して
わたしを拝むなら、これらのものを皆あ
なたにあげましょう」。 
4:10するとイエスは彼に言われた、「サタ
ンよ、退け。『主なるあなたの神を拝し、
ただ神にのみ仕えよ』と書いてある」。 
4:11 そこで、悪魔はイエスを離れ去り、
そして、御使たちがみもとにきて仕えた。 

黙 12:9 （新共同訳） 
12:9 この巨大な竜、年を経た蛇、悪魔と
かサタンとか呼ばれるもの、全人類を惑
わす者は、投げ落とされた。地上に投げ
落とされたのである。その使いたちも、
もろともに投げ落とされた。 

 黙 12:9 （口語訳） 
12:9 この巨大な龍、すなわち、悪魔とか、
サタンとか呼ばれ、全世界を惑わす年を
経たへびは、地に投げ落され、その使たち
も、もろともに投げ落された。 

ルカ 4:1～13 （新共同訳） 
4:1 さて、イエスは聖霊に満ちて、ヨル
ダン川からお帰りになった。そして、荒
れ野の中を“霊”によって引き回され、 

 ルカ 4:1～13 （口語訳） 
4:1さて、イエスは聖霊に満ちてヨルダン
川から帰り、 
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4:2 四十日間、悪魔から誘惑を受けられ
た。その間、何も食べず、その期間が終
わると空腹を覚えられた。 
 
4:3 そこで、悪魔はイエスに言った。「神
の子なら、この石にパンになるように命
じたらどうだ。」 
4:4 イエスは、「『人はパンだけで生きる
ものではない』と書いてある」とお答え
になった。 
4:5 更に、悪魔はイエスを高く引き上げ、
一瞬のうちに世界のすべての国々を見
せた。 
4:6 そして悪魔は言った。「この国々の一
切の権力と繁栄とを与えよう。それはわ
たしに任されていて、これと思う人に与
えることができるからだ。 
4:7 だから、もしわたしを拝むなら、み
んなあなたのものになる。」 
 
4:8 イエスはお答えになった。「『あなた
の神である主を拝み、ただ主に仕えよ』
と書いてある。」 
4:9 そこで、悪魔はイエスをエルサレム
に連れて行き、神殿の屋根の端に立たせ
て言った。「神の子なら、ここから飛び降
りたらどうだ。 
4:10 というのは、こう書いてあるから
だ。『神はあなたのために天使たちに命
じて、あなたをしっかり守らせる。』 
4:11 また、『あなたの足が石に打ち当た
ることのないように、天使たちは手であ
なたを支える。』」 
4:12 イエスは、「『あなたの神である主を
試してはならない』と言われている」と
お答えになった。 
4:13 悪魔はあらゆる誘惑を終えて、時が
来るまでイエスを離れた。 

4:2 荒野を四十日のあいだ御霊にひきま
わされて、悪魔の試みにあわれた。そのあ
いだ何も食べず、その日数がつきると、空
腹になられた。 
4:3 そこで悪魔が言った、「もしあなたが
神の子であるなら、この石に、パンになれ
と命じてごらんなさい」。 
4:4イエスは答えて言われた、「『人はパン
だけで生きるものではない』と書いてあ
る」。 
4:5それから、悪魔はイエスを高い所へ連
れて行き、またたくまに世界のすべての
国々を見せて 
4:6 言った、「これらの国々の権威と栄華
とをみんな、あなたにあげましょう。それ
らはわたしに任せられていて、だれでも
好きな人にあげてよいのですから。 
4:7それで、もしあなたがわたしの前にひ
ざまずくなら、これを全部あなたのもの
にしてあげましょう」。 
4:8イエスは答えて言われた、「『主なるあ
なたの神を拝し、ただ神にのみ仕えよ』と
書いてある」。 
4:9 それから悪魔はイエスをエルサレム
に連れて行き、宮の頂上に立たせて言っ
た、「もしあなたが神の子であるなら、こ
こから下へ飛びおりてごらんなさい。 
4:10『神はあなたのために、御使たちに命
じてあなたを守らせるであろう』とあり、 
 
4:11また、『あなたの足が石に打ちつけら
れないように、彼らはあなたを手でささ
えるであろう』とも書いてあります」。 
4:12 イエスは答えて言われた、「『主なる
あなたの神を試みてはならない』と言わ
れている」。 
4:13 悪魔はあらゆる試みをしつくして、
一時イエスを離れた。 

詩 91:11、12 （新共同訳） 
9:11 主はあなたのために、御使いに命じ
て/あなたの道のどこにおいても守らせ
てくださる。 
9:12 彼らはあなたをその手にのせて運
び/足が石に当たらないように守る。 

 詩 91:11、12 （口語訳） 
9:11これは主があなたのために天使たち
に命じて、あなたの歩むすべての道であ
なたを守らせられるからである。 
9:12 彼らはその手で、あなたをささえ、石
に足を打ちつけることのないようにする。 
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水曜日 11月 18日  聖書本文の意味 
 

すべてのクリスチャンは、自ら聖書を理解すべきです。聖書は、すべての人が救
いの道を理解できるほど明瞭でありながら、最も聡明な人々でさえ常に挑戦し続
けるほど深遠でもあります。聖書は、尽きることのない救いの知識の宝庫であり、
決して完全に理解し尽くされることはありません。 
 
問５ ルカ 10:25～28 を読んでください。聖書は解釈する必要がないと、ある人たち

は主張します。もしそうなら、なぜイエスはこの律法の専門家に、「律法には何と
書いてあるか。あなたはそれをどう読んでいるか」〔口語訳「律法にはなんと書いて
あるか。あなたはどう読むか」〕(ルカ 10:26)とお尋ねになったのでしょうか。 

 

本文の意味を理解するには、まず使われている言葉を理解する必要がありま
す。それから、それらの言葉が、関連する文学的文脈や聖書全体の文脈、さらに
歴史的·文化的背景の中でどのように用いられているかを、少なくとも可能な限
り、理解する必要があります。そして最終的に、私たちの結論は、聖書のより広範
な教えと完全に調和しているべきです。四福音書の研究でよく行われるように、並
行箇所を比較することは、私たちの理解を深めるのに役立ちます。 

 
問６ マタイ 5:43～48 とルカ 6:27～36 を比較してください。マタイ 5:43～48 の文脈

と、並行箇所であるルカ 6:36は、マタイ 5:48の「完全」の意味をより深く理解す
るうえで、いかに役立ちますか。 

 

聖書を忠実に解釈する人の最も重要な特徴の一つは、徹底性と謙遜さを兼ね
備えていることです。忘れないでください。私たちは誰も真理を所有しているわけ
ではありません。私たちはみな、曇った鏡を通して見ているのです〔We all see through 

a glass darkly. 私たちはみな、鏡におぼろに映ったものを見ている(鏡に映して見るようにおぼろげ

に見ている)のです。(Ⅰコリ 13:12 参照)〕。 

私たちは常に健全な教えを真剣に求めるべきです(Ⅱテモ 4:1～5)。従うべき重要
な原則は、私たちが理解していること、つまり明らかなことに焦点を合わせ、それ
を土台として積み上げていくことです。そうするなら、多くの場合、時を経るにつれ
て、今は明らかでないことも理解できるようになるでしょう。永遠の時に至るまで
は、答えの得られない疑問が常に存在するものです。 

 

何かを理解できずにひどく悩んでいたのに、説明されてわかった経験は、今はまだ
理解できない神の言葉について、いかに神を信頼する助けとなりますか。 

57 

ルカ 10:25～28 （新共同訳） 
10:25 すると、ある律法の専門家が立ち

 ルカ 10:25～28 （口語訳） 
10:25 するとそこへ、ある律法学者が現
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上がり、イエスを試そうとして言った。
「先生、何をしたら、永遠の命を受け継
ぐことができるでしょうか。」 
10:26 イエスが、「律法には何と書いてあ
るか。あなたはそれをどう読んでいるか」
と言われると、 
10:27 彼は答えた。「『心を尽くし、精神を
尽くし、力を尽くし、思いを尽くして、
あなたの神である主を愛しなさい、また、
隣人を自分のように愛しなさい』とあり
ます。」 
10:28イエスは言われた。「正しい答えだ。
それを実行しなさい。そうすれば命が得
られる。」 

れ、イエスを試みようとして言った、「先
生、何をしたら永遠の生命が受けられま
しょうか」。 
10:26 彼に言われた、「律法にはなんと書
いてあるか。あなたはどう読むか」。 
 
10:27 彼は答えて言った、「『心をつくし、
精神をつくし、力をつくし、思いをつく
して、主なるあなたの神を愛せよ』。ま
た、『自分を愛するように、あなたの隣り
人を愛せよ』とあります」。 
10:28 彼に言われた、「あなたの答は正し
い。そのとおり行いなさい。そうすれば、
いのちが得られる」。 

マタ 5:43～48 （新共同訳） 
5:43「あなたがたも聞いているとおり、
『隣人を愛し、敵を憎め』と命じられて
いる。 
5:44 しかし、わたしは言っておく。敵を愛
し、自分を迫害する者のために祈りなさ
い。 
5:45あなたがたの天の父の子となるため
である。父は悪人にも善人にも太陽を昇
らせ、正しい者にも正しくない者にも雨
を降らせてくださるからである。 
 
5:46自分を愛してくれる人を愛したとこ
ろで、あなたがたにどんな報いがあろう
か。徴税人でも、同じことをしているで
はないか。 
5:47 自分の兄弟にだけ挨拶したところ
で、どんな優れたことをしたことになろ
うか。異邦人でさえ、同じことをしてい
るではないか。 
5:48 だから、あなたがたの天の父が完全
であられるように、あなたがたも完全な
者となりなさい。」 

 マタ 5:43～48 （口語訳） 
5:43『隣り人を愛し、敵を憎め』と言わ
れていたことは、あなたがたの聞いてい
るところである。 
5:44しかし、わたしはあなたがたに言う。
敵を愛し、迫害する者のために祈れ。 
 
5:45 こうして、天にいますあなたがたの
父の子となるためである。天の父は、悪
い者の上にも良い者の上にも、太陽をの
ぼらせ、正しい者にも正しくない者にも、
雨を降らして下さるからである。 
5:46あなたがたが自分を愛する者を愛し
たからとて、なんの報いがあろうか。そ
のようなことは取税人でもするではない
か。 
5:47 兄弟だけにあいさつをしたからと
て、なんのすぐれた事をしているだろう
か。そのようなことは異邦人でもしてい
るではないか。 
5:48 それだから、あなたがたの天の父が
完全であられるように、あなたがたも完
全な者となりなさい。 

ルカ 6:27～36 （新共同訳） 
6:27「しかし、わたしの言葉を聞いている
あなたがたに言っておく。敵を愛し、あな
たがたを憎む者に親切にしなさい。  
6:28 悪口を言う者に祝福を祈り、あなた
がたを侮辱する者のために祈りなさい。 
6:29 あなたの頬を打つ者には、もう一方
の頬をも向けなさい。上着を奪い取る者
には、下着をも拒んではならない。 
6:30 求める者には、だれにでも与えなさ

 ルカ 6:27～36 （口語訳） 
6:27 しかし、聞いているあなたがたに言
う。敵を愛し、憎む者に親切にせよ。 
 
6:28 のろう者を祝福し、はずかしめる者
のために祈れ。 
6:29あなたの頬を打つ者にはほかの頬を
も向けてやり、あなたの上着を奪い取る
者には下着をも拒むな。 
6:30 あなたに求める者には与えてやり、
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い。あなたの持ち物を奪う者から取り返
そうとしてはならない。 
6:31 人にしてもらいたいと思うことを、
人にもしなさい。 
6:32自分を愛してくれる人を愛したとこ
ろで、あなたがたにどんな恵みがあろう
か。罪人でも、愛してくれる人を愛して
いる。 
6:33 また、自分によくしてくれる人に善
いことをしたところで、どんな恵みがあ
ろうか。罪人でも同じことをしている。 
6:34 返してもらうことを当てにして貸
したところで、どんな恵みがあろうか。
罪人さえ、同じものを返してもらおうと
して、罪人に貸すのである。 
6:35 しかし、あなたがたは敵を愛しなさ
い。人に善いことをし、何も当てにしな
いで貸しなさい。そうすれば、たくさん
の報いがあり、いと高き方の子となる。
いと高き方は、恩を知らない者にも悪人
にも、情け深いからである。 
6:36 あなたがたの父が憐れみ深いよう
に、あなたがたも憐れみ深い者となりな
さい。」 

あなたの持ち物を奪う者からは取りもど
そうとするな。 
6:31 人々にしてほしいと、あなたがたの
望むことを、人々にもそのとおりにせよ。 
6:32自分を愛してくれる者を愛したから
とて、どれほどの手柄になろうか。罪人
でさえ、自分を愛してくれる者を愛して
いる。 
6:33自分によくしてくれる者によくした
とて、どれほどの手柄になろうか。罪人
でさえ、それくらいの事はしている。 
6:34また返してもらうつもりで貸したと
て、どれほどの手柄になろうか。罪人で
も、同じだけのものを返してもらおうと
して、仲間に貸すのである。 
6:35 しかし、あなたがたは、敵を愛し、人
によくしてやり、また何も当てにしないで
貸してやれ。そうすれば受ける報いは大き
く、あなたがたはいと高き者の子となる
であろう。いと高き者は、恩を知らぬ者に
も悪人にも、なさけ深いからである。 
6:36あなたがたの父なる神が慈悲深いよ
うに、あなたがたも慈悲深い者となれ。 

Ⅰコリ 13:12 （新共同訳） 
13:12 わたしたちは、今は、鏡におぼろに
映ったものを見ている。だがそのときに
は、顔と顔とを合わせて見ることになる。
わたしは、今は一部しか知らなくとも、
そのときには、はっきり知られているよ
うにはっきり知ることになる。 

 Ⅰコリ 13:12 （口語訳） 
13:12 わたしたちは、今は、鏡に映して見
るようにおぼろげに見ている。しかしそ
の時には、顔と顔とを合わせて、見るで
あろう。わたしの知るところは、今は一
部分にすぎない。しかしその時には、わ
たしが完全に知られているように、完全
に知るであろう。 

Ⅱテモ 4:1～5 （新共同訳） 
4:1 神の御前で、そして、生きている者と
死んだ者を裁くために来られるキリス
ト・イエスの御前で、その出現とその御
国とを思いつつ、厳かに命じます。 
4:2 御言葉を宣べ伝えなさい。折が良く
ても悪くても励みなさい。とがめ、戒め、
励ましなさい。忍耐強く、十分に教える
のです。 
4:3 だれも健全な教えを聞こうとしない
時が来ます。そのとき、人々は自分に都
合の良いことを聞こうと、好き勝手に教
師たちを寄せ集め、 
4:4 真理から耳を背け、作り話の方にそ
れて行くようになります。 

 Ⅱテモ 4:1～5 （口語訳） 
4:1 神のみまえと、生きている者と死ん
だ者とをさばくべきキリスト・イエスの
みまえで、キリストの出現とその御国と
を思い、おごそかに命じる。 
4:2 御言を宣べ伝えなさい。時が良くて
も悪くても、それを励み、あくまでも寛
容な心でよく教えて、責め、戒め、勧め
なさい。 
4:3人々が健全な教に耐えられなくなり、
耳ざわりのよい話をしてもらおうとし
て、自分勝手な好みにまかせて教師たち
を寄せ集め、 
4:4 そして、真理からは耳をそむけて、作
り話の方にそれていく時が来るであろう。 
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4:5 しかしあなたは、どんな場合にも身を
慎み、苦しみを耐え忍び、福音宣教者の仕
事に励み、自分の務めを果たしなさい。 

4:5 しかし、あなたは、何事にも慎み、苦
難を忍び、伝道者のわざをなし、自分の
務を全うしなさい。 

 

木曜日 11月 19日  聖書の解説 

 
聖書研究は、おもに二つの目的に焦点を合わせるべきです。一つは個人の霊
的成長、もう一つは他者をイエスとの救いの関係へと導くことです。キリストは真
のクリスチャンを、聖霊によって「あらゆる真理に」(ヨハ 16:13、口語訳)導かれ、「神
の口から出る一つ一つの言葉で生き」〔口語訳「神の口から出る一つ一つの言で生
き」〕(マタ 4:4)、主が私たちに命じられた「いっさいのこと」(同 28:20、口語訳)を他者
に教える人であると定義なさいました。 
 
問７ ルカ 4:16～30、24:25～27、44～49 を読んでください。ここでキリストが聖書を

説明された方法から、私たちは何を学ぶことができますか。 

 

イエス·キリストは、昔も今もこれからも、常に「道であり、真理であり、命」(ヨハ
14:6)です。それでもなお、イエスの説教は聖書にしっかりと根ざしていました。例
えば、マルコ1:14、15には、「ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤへ行き、
神の福音を宣べ伝えて、『時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じ
なさい』と言われた」〔口語訳「ヨハネが捕えられた後、イエスはガリラヤに行き、神の福音
を宣べ伝えて言われた、『時は満ちた、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信ぜよ』」〕と
記されています。ここでの「時」とは、明らかにダニエル9:24～27を指しています。
イエスは、山上の説教では出エジプト記20:13、14を引用し(マタ 5:21、 27)、ルカ
４章ではイザヤ61:1、2を引用しておられます。イエスは徹底的に聖書に基づく説
教者でした。 
別の例として、使徒言行録８章には、エチオピア人の宦官が「エルサレムに礼拝
に来て(いた)」〔口語訳「礼拝のためエルサレムに上（っていた）」〕(使徒 8:27)と記されて
います。このことは、彼がユダヤ教に、少なくともその儀式のいくつかに精通してい
たことを意味します。彼はイザヤ書の写本まで持っており、帰国する途中、熱心に
それを読んでいました。しかし、「罪を負う僕」の預言〔イザヤ 52:13～53:12〕が理解でき
ず、その預言を説明してくれる人を求めていたのです。 
この経験は、いくつかの重要な教訓を私たちに教えてくれます。第一に、聖書の
ある箇所をただ読むだけでは、必ずしもそこを深く理解することにはつながらない
ということ。第二に、聖書研究において、私たちは互いから学ぶことができ、また学
ぶべきであるということ。第三に、聖書の健全なメッセージを他者に伝えるという
個人的な義務を、私たちは負っているということです。 
フィリポ（ピリポ）によるイザヤ書と旧約聖書のほかの箇所の解説は、宦官をバプ
テスマへと導きました(使徒 8:35～39、詩編 51:14〔口語訳 詩篇 51:12〕と比較)。私たちも
聖書を解説する際には、同じ目的を持つべきです(ヨハ 17:17参照)。 
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【参考】英語テキストにある文 

Even though at times we might need help in understanding texts, why must we always 
be convinced in our own minds of what we believe? 

時には、聖書を理解する上で助けが必要なこともあるかもしれませんが、なぜ私た
ちは常に、自らが信じることを自分自身の心の中で確信していなければならないの
でしょうか。 

58 

ヨハ 16:13 （新共同訳） 
16:13 しかし、その方、すなわち、真理の
霊が来ると、あなたがたを導いて真理を
ことごとく悟らせる。その方は、自分か
ら語るのではなく、聞いたことを語り、
また、これから起こることをあなたがた
に告げるからである。 

 ヨハ 16:13 （口語訳） 
16:13 けれども真理の御霊が来る時に
は、あなたがたをあらゆる真理に導いて
くれるであろう。それは自分から語るの
ではなく、その聞くところを語り、きた
るべき事をあなたがたに知らせるであろ
う。 

マタ 4:4 （新共同訳） 
4:4 イエスはお答えになった。「『人はパ
ンだけで生きるものではない。神の口か
ら出る一つ一つの言葉で生きる』と書い
てある。」 

 マタ 4:4 （口語訳） 
4:4 イエスは答えて言われた、「『人はパ
ンだけで生きるものではなく、神の口か
ら出る一つ一つの言で生きるものであ
る』と書いてある」。 

マタ 28:20 （新共同訳） 
28:20 あなたがたに命じておいたことを
すべて守るように教えなさい。わたしは
世の終わりまで、いつもあなたがたと共
にいる。」 

 マタ 28:20 （口語訳） 
28:20 あなたがたに命じておいたいっさ
いのことを守るように教えよ。見よ、わ
たしは世の終りまで、いつもあなたがた
と共にいるのである」。 

ルカ 4:16～30 （新共同訳） 
4:16 イエスはお育ちになったナザレに来
て、いつものとおり安息日に会堂に入り、
聖書を朗読しようとしてお立ちになった。 
4:17 預言者イザヤの巻物が渡され、お開
きになると、次のように書いてある個所
が目に留まった。 
4:18「主の霊がわたしの上におられる。貧
しい人に福音を告げ知らせるために、主
がわたしに油を注がれたからである。主
がわたしを遣わされたのは、捕らわれて
いる人に解放を、目の見えない人に視力
の回復を告げ、圧迫されている人を自由
にし、 
4:19主の恵みの年を告げるためである。」 
 
4:20 イエスは巻物を巻き、係の者に返し
て席に座られた。会堂にいるすべての人
の目がイエスに注がれていた。 
4:21 そこでイエスは、「この聖書の言葉
は、今日、あなたがたが耳にしたとき、
実現した」と話し始められた。 

 ルカ 4:16～30 （口語訳） 
4:16 それからお育ちになったナザレに
行き、安息日にいつものように会堂には
いり、聖書を朗読しようとして立たれた。  
4:17 すると預言者イザヤの書が手渡され
たので、その書を開いて、こう書いてある
所を出された、 
4:18「主の御霊がわたしに宿っている。貧
しい人々に福音を宣べ伝えさせるため
に、わたしを聖別してくださったからであ
る。主はわたしをつかわして、囚人が解放
され、盲人の目が開かれることを告げ知
らせ、打ちひしがれている者に自由を得
させ、 
4:19 主のめぐみの年を告げ知らせるので
ある」。 
4:20 イエスは聖書を巻いて係りの者に
返し、席に着かれると、会堂にいるみん
なの者の目がイエスに注がれた。 
4:21 そこでイエスは、「この聖句は、あな
たがたが耳にしたこの日に成就した」と
説きはじめられた。 
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4:22 皆はイエスをほめ、その口から出る
恵み深い言葉に驚いて言った。「この人は
ヨセフの子ではないか。」 
 
4:23 イエスは言われた。「きっと、あなた
がたは、『医者よ、自分自身を治せ』という
ことわざを引いて、『カファルナウムでい
ろいろなことをしたと聞いたが、郷里のこ
こでもしてくれ』と言うにちがいない。」 
4:24 そして、言われた。「はっきり言って
おく。預言者は、自分の故郷では歓迎さ
れないものだ。 
4:25 確かに言っておく。エリヤの時代に
三年六か月の間、雨が降らず、その地方
一帯に大飢饉が起こったとき、イスラエ
ルには多くのやもめがいたが、 
4:26 エリヤはその中のだれのもとにも
遣わされないで、シドン地方のサレプタ
のやもめのもとにだけ遣わされた。 
4:27 また、預言者エリシャの時代に、イ
スラエルには重い皮膚病を患っている人
が多くいたが、シリア人ナアマンのほか
はだれも清くされなかった。」 
 
4:28 これを聞いた会堂内の人々は皆憤
慨し、 
4:29 総立ちになって、イエスを町の外へ
追い出し、町が建っている山の崖まで連
れて行き、突き落とそうとした。 
4:30 しかし、イエスは人々の間を通り抜
けて立ち去られた。 

4:22 すると、彼らはみなイエスをほめ、
またその口から出て来るめぐみの言葉に
感嘆して言った、「この人はヨセフの子で
はないか」。 
4:23 そこで彼らに言われた、「あなたがた
は、きっと『医者よ、自分自身をいやせ』と
いうことわざを引いて、カペナウムで行わ
れたと聞いていた事を、あなたの郷里の
この地でもしてくれ、と言うであろう」。 
4:24 それから言われた、「よく言ってお
く。預言者は、自分の郷里では歓迎され
ないものである。 
4:25 よく聞いておきなさい。エリヤの時
代に、三年六か月にわたって天が閉じ、
イスラエル全土に大ききんがあった際、
そこには多くのやもめがいたのに、 
4:26 エリヤはそのうちのだれにもつかわ
されないで、ただシドンのサレプタにいる
ひとりのやもめにだけつかわされた。 
4:27 また預言者エリシャの時代に、イス
ラエルには重い皮膚病にかかった多くの
人がいたのに、そのうちのひとりもきよ
められないで、ただシリヤのナアマンだ
けがきよめられた」。 
4:28 会堂にいた者たちはこれを聞いて、
みな憤りに満ち、 
4:29 立ち上がってイエスを町の外へ追
い出し、その町が建っている丘のがけま
でひっぱって行って、突き落そうとした。 
4:30 しかし、イエスは彼らのまん中を通
り抜けて、去って行かれた。 

ルカ 24:25～27 （新共同訳） 
24:25 そこで、イエスは言われた。「ああ、
物分かりが悪く、心が鈍く預言者たちの
言ったことすべてを信じられない者たち、 
24:26 メシアはこういう苦しみを受け
て、栄光に入るはずだったのではない
か。」 
24:27 そして、モーセとすべての預言者
から始めて、聖書全体にわたり、御自分
について書かれていることを説明され
た。 

 ルカ 24:25～27 （口語訳） 
24:25 そこでイエスが言われた、「ああ、愚
かで心のにぶいため、預言者たちが説い
たすべての事を信じられない者たちよ。 
24:26 キリストは必ず、これらの苦難を
受けて、その栄光に入るはずではなかっ
たのか」。 
24:27 こう言って、モーセやすべての預
言者からはじめて、聖書全体にわたり、
ご自身についてしるしてある事どもを、
説きあかされた。 

ルカ 24:44～49 （新共同訳） 
24:44 イエスは言われた。「わたしについ
てモーセの律法と預言者の書と詩編に書
いてある事柄は、必ずすべて実現する。
これこそ、まだあなたがたと一緒にいた

 ルカ 24:44～49 （口語訳） 
24:44 それから彼らに対して言われた、
「わたしが以前あなたがたと一緒にいた
時分に話して聞かせた言葉は、こうであ
った。すなわち、モーセの律法と預言書
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ころ、言っておいたことである。」 
 
24:45 そしてイエスは、聖書を悟らせる
ために彼らの心の目を開いて 
24:46 言われた。「次のように書いてあ
る。『メシアは苦しみを受け、三日目に死
者の中から復活する。 
24:47 また、罪の赦しを得させる悔い改
めが、その名によってあらゆる国の人々
に宣べ伝えられる』と。エルサレムから
始めて、 
24:48 あなたがたはこれらのことの証人
となる。 
24:49 わたしは、父が約束されたものを
あなたがたに送る。高い所からの力に覆
われるまでは、都にとどまっていなさ
い。」 

と詩篇とに、わたしについて書いてある
ことは、必ずことごとく成就する」。 
24:45 そこでイエスは、聖書を悟らせる
ために彼らの心を開いて 
24:46 言われた、「こう、しるしてある。
キリストは苦しみを受けて、三日目に死
人の中からよみがえる。 
24:47 そして、その名によって罪のゆる
しを得させる悔改めが、エルサレムから
はじまって、もろもろの国民に宣べ伝え
られる。 
24:48 あなたがたは、これらの事の証人
である。 
24:49 見よ、わたしの父が約束されたも
のを、あなたがたに贈る。だから、上か
ら力を授けられるまでは、あなたがたは
都にとどまっていなさい」。 

マコ 1:14、15 （新共同訳） 
1:14 ヨハネが捕らえられた後、イエスは
ガリラヤへ行き、神の福音を宣べ伝えて、  
 
1:15「時は満ち、神の国は近づいた。悔
い改めて福音を信じなさい」と言われた。 

 マコ 1:14、15 （口語訳） 
1:14 ヨハネが捕えられた後、イエスはガ
リラヤに行き、神の福音を宣べ伝えて言
われた、 
1:15「時は満ちた、神の国は近づいた。
悔い改めて福音を信ぜよ」。 

ダニ 9:24～27 （新共同訳） 
9:24 お前の民と聖なる都に対して/七十
週が定められている。それが過ぎると逆
らいは終わり/罪は封じられ、不義は償わ
れる。とこしえの正義が到来し/幻と預言
は封じられ/最も聖なる者に油が注がれ
る。 
9:25 これを知り、目覚めよ。エルサレム
復興と再建についての/御言葉が出され
てから/油注がれた君の到来まで/七週あ
り、また、六十二週あって/危機のうちに
広場と堀は再建される。 
 
9:26 その六十二週のあと油注がれた者
は/不当に断たれ/都と聖所は/次に来る
指導者の民によって荒らされる。その終
わりには洪水があり/終わりまで戦いが
続き/荒廃は避けられない。 
 
9:27 彼は一週の間、多くの者と同盟を固
め/半週でいけにえと献げ物を廃止する。
憎むべきものの翼の上に荒廃をもたらす
ものが座す。そしてついに、定められた
破滅が荒廃の上に注がれる。」 

 ダニ 9:24～27 （口語訳） 
9:24 あなたの民と、あなたの聖なる町に
ついては、七十週が定められています。
これはとがを終らせ、罪に終りを告げ、
不義をあがない、永遠の義をもたらし、
幻と預言者を封じ、いと聖なる者に油を
注ぐためです。 
9:25それゆえ、エルサレムを建て直せとい
う命令が出てから、メシヤなるひとりの君
が来るまで、七週と六十二週あることを
知り、かつ悟りなさい。その間に、しかも
不安な時代に、エルサレムは広場と街路と
をもって、建て直されるでしょう。 
9:26 その六十二週の後にメシヤは断たれ
るでしょう。ただし自分のためにではあり
ません。またきたるべき君の民は、町と聖
所とを滅ぼすでしょう。その終りは洪水の
ように臨むでしょう。そしてその終りまで
戦争が続き、荒廃は定められています。 
9:27 彼は一週の間多くの者と、堅く契約
を結ぶでしょう。そして彼はその週の半
ばに、犠牲と供え物とを廃するでしょう。
また荒す者が憎むべき者の翼に乗って来
るでしょう。こうしてついにその定まっ
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た終りが、その荒す者の上に注がれるの
です」。 

出 20:13、14 （新共同訳） 
20:13 殺してはならない。 
20:14 姦淫してはならない。 

 出 20:13、14 （口語訳） 
20:13 あなたは殺してはならない。 
20:14 あなたは姦淫してはならない。 

マタ 5:21、27 （新共同訳） 
5:21「あなたがたも聞いているとおり、
昔の人は『殺すな。人を殺した者は裁き
を受ける』と命じられている。 
 
5:27「あなたがたも聞いているとおり、
『姦淫するな』と命じられている。 

 マタ 5:21、27 （口語訳） 
5:21 昔の人々に『殺すな。殺す者は裁判
を受けねばならない』と言われていたこ
とは、あなたがたの聞いているところで
ある。 
5:27『姦淫するな』と言われていたこと
は、あなたがたの聞いているところであ
る。 

ルカ 4:18、19 （新共同訳） 
4:18「主の霊がわたしの上におられる。貧
しい人に福音を告げ知らせるために、主
がわたしに油を注がれたからである。主
がわたしを遣わされたのは、捕らわれて
いる人に解放を、目の見えない人に視力
の回復を告げ、圧迫されている人を自由
にし、 
4:19主の恵みの年を告げるためである。」 

 ルカ 4:18、19 （口語訳） 
4:18「主の御霊がわたしに宿っている。貧
しい人々に福音を宣べ伝えさせるため
に、わたしを聖別してくださったからであ
る。主はわたしをつかわして、囚人が解放
され、盲人の目が開かれることを告げ知
らせ、打ちひしがれている者に自由を得
させ、 
4:19主のめぐみの年を告げ知らせるので
ある」。 

イザ 61:1、2 （新共同訳） 
61:1 主はわたしに油を注ぎ/主なる神の
霊がわたしをとらえた。わたしを遣わし
て/貧しい人に良い知らせを伝えさせる
ために。打ち砕かれた心を包み/捕らわれ
人には自由を/つながれている人には解
放を告知させるために。 
61:2 主が恵みをお与えになる年/わたし
たちの神が報復される日を告知して/嘆
いている人々を慰め 

 イザ 61:1、2 （口語訳） 
61:1 主なる神の霊がわたしに臨んだ。こ
れは主がわたしに油を注いで、貧しい者
に福音を宣べ伝えることをゆだね、わた
しをつかわして心のいためる者をいや
し、捕われ人に放免を告げ、縛られてい
る者に解放を告げ、 
61:2 主の恵みの年とわれわれの神の報
復の日とを告げさせ、また、すべての悲
しむ者を慰め、 

使徒 8:26～39 （新共同訳） 
8:26 さて、主の天使はフィリポに、「ここ
をたって南に向かい、エルサレムからガ
ザへ下る道に行け」と言った。そこは寂
しい道である。 
8:27 フィリポはすぐ出かけて行った。折
から、エチオピアの女王カンダケの高官
で、女王の全財産の管理をしていたエチ
オピア人の宦官が、エルサレムに礼拝に
来て、 
8:28 帰る途中であった。彼は、馬車に乗
って預言者イザヤの書を朗読していた。 
 
8:29 すると、“霊”がフィリポに、「追いか

 使徒 8:26～39 （口語訳） 
8:26 しかし、主の使がピリポにむかって
言った、「立って南方に行き、エルサレム
からガザへ下る道に出なさい」（このガザ
は、今は荒れはてている）。 
8:27 そこで、彼は立って出かけた。する
と、ちょうど、エチオピヤ人の女王カン
ダケの高官で、女王の財宝全部を管理し
ていた宦官であるエチオピヤ人が、礼拝
のためエルサレムに上り、 
8:28 その帰途についていたところであ
った。彼は自分の馬車に乗って、預言者
イザヤの書を読んでいた。 
8:29 御霊がピリポに「進み寄って、あの
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けて、あの馬車と一緒に行け」と言った。 
8:30 フィリポが走り寄ると、預言者イザ
ヤの書を朗読しているのが聞こえたの
で、「読んでいることがお分かりになりま
すか」と言った。 
8:31 宦官は、「手引きしてくれる人がな
ければ、どうして分かりましょう」と言
い、馬車に乗ってそばに座るようにフィ
リポに頼んだ。 
8:32 彼が朗読していた聖書の個所はこ
れである。「彼は、羊のように屠り場に引
かれて行った。毛を刈る者の前で黙して
いる小羊のように、口を開かない。 
 
8:33 卑しめられて、その裁きも行われな
かった。だれが、その子孫について語れ
るだろう。彼の命は地上から取り去られ
るからだ。」 
8:34 宦官はフィリポに言った。「どうぞ
教えてください。預言者は、だれについ
てこう言っているのでしょうか。自分に
ついてですか。だれかほかの人について
ですか。」 
8:35 そこで、フィリポは口を開き、聖書
のこの個所から説きおこして、イエスに
ついて福音を告げ知らせた。 
8:36 道を進んで行くうちに、彼らは水の
ある所に来た。宦官は言った。「ここに水
があります。洗礼を受けるのに、何か妨
げがあるでしょうか。」 
38:37†  
 
 
 
 
38:38 そして、車を止めさせた。フィリポ
と宦官は二人とも水の中に入って行き、
フィリポは宦官に洗礼を授けた。 
38:39 彼らが水の中から上がると、主の
霊がフィリポを連れ去った。宦官はもは
やフィリポの姿を見なかったが、喜びに
あふれて旅を続けた。 

馬車に並んで行きなさい」と言った。 
8:30 そこでピリポが駆けて行くと、預言
者イザヤの書を読んでいるその人の声が
聞えたので、「あなたは、読んでいること
が、おわかりですか」と尋ねた。 
8:31 彼は「だれかが、手びきをしてくれ
なければ、どうしてわかりましょう」と
答えた。そして、馬車に乗って一緒にす
わるようにと、ピリポにすすめた。 
8:32 彼が読んでいた聖書の箇所は、これ
であった、「彼は、ほふり場に引かれて行
く羊のように、また、黙々として、毛を
刈る者の前に立つ小羊のように、口を開
かない。 
8:33 彼は、いやしめられて、そのさばき
も行われなかった。だれが、彼の子孫の
ことを語ることができようか、彼の命が
地上から取り去られているからには」。 
8:34 宦官はピリポにむかって言った、
「お尋ねしますが、ここで預言者はだれ
のことを言っているのですか。自分のこ
とですか、それとも、だれかほかの人の
ことですか」。 
8:35 そこでピリポは口を開き、この聖句
から説き起して、イエスのことを宣べ伝
えた。 
8:36 道を進んで行くうちに、水のある所
にきたので、宦官が言った、「ここに水が
あります。わたしがバプテスマを受ける
のに、なんのさしつかえがありますか」。 
8:37〔これに対して、ピリポは、「あなた
がまごころから信じるなら、受けてさし
つかえはありません」と言った。すると、
彼は「わたしは、イエス・キリストを神
の子と信じます」と答えた。〕 
8:38 そこで車をとめさせ、ピリポと宦官
と、ふたりとも、水の中に降りて行き、
ピリポが宦官にバプテスマを授けた。 
8:39 ふたりが水から上がると、主の霊が
ピリポをさらって行ったので、宦官はも
う彼を見ることができなかった。宦官は
よろこびながら旅をつづけた。 

イザ 52:13～53:12 （新共同訳） 
52:13 見よ、わたしの僕は栄える。はるか
に高く上げられ、あがめられる。 
52:14 かつて多くの人をおののかせたあ
なたの姿のように/彼の姿は損なわれ、人

 イザ 52:13～53:12 （口語訳） 
52:13 見よ、わがしもべは栄える。彼は高
められ、あげられ、ひじょうに高くなる。 
52:14 多くの人が彼に驚いたように―― 
彼の顔だちは、そこなわれて人と異なり、 



 

26 

とは見えず/もはや人の子の面影はない。 
 
52:15 それほどに、彼は多くの民を驚か
せる。彼を見て、王たちも口を閉ざす。
だれも物語らなかったことを見/一度も
聞かされなかったことを悟ったからだ。 
53:1 わたしたちの聞いたことを、誰が信
じえようか。主は御腕の力を誰に示され
たことがあろうか。 
53:2 乾いた地に埋もれた根から生え出
た若枝のように/この人は主の前に育っ
た。見るべき面影はなく/輝かしい風格
も、好ましい容姿もない。 
53:3 彼は軽蔑され、人々に見捨てられ/
多くの痛みを負い、病を知っている。彼
はわたしたちに顔を隠し/わたしたちは
彼を軽蔑し、無視していた。 
53:4 彼が担ったのはわたしたちの病/彼
が負ったのはわたしたちの痛みであった
のに/わたしたちは思っていた/神の手に
かかり、打たれたから/彼は苦しんでいる
のだ、と。 
53:5 彼が刺し貫かれたのは/わたしたち
の背きのためであり/彼が打ち砕かれた
のは/わたしたちの咎のためであった。彼
の受けた懲らしめによって/わたしたち
に平和が与えられ/彼の受けた傷によっ
て、わたしたちはいやされた。 
53:6 わたしたちは羊の群れ/道を誤り、
それぞれの方角に向かって行った。その
わたしたちの罪をすべて/主は彼に負わ
せられた。 
53:7 苦役を課せられて、かがみ込み/彼
は口を開かなかった。屠り場に引かれる
小羊のように/毛を刈る者の前に物を言
わない羊のように/彼は口を開かなかっ
た。 
53:8 捕らえられ、裁きを受けて、彼は命
を取られた。彼の時代の誰が思い巡らし
たであろうか/わたしの民の背きのゆえ
に、彼が神の手にかかり/命ある者の地か
ら断たれたことを。 
53:9 彼は不法を働かず/その口に偽りも
なかったのに/その墓は神に逆らう者と
共にされ/富める者と共に葬られた。 
 
53:10 病に苦しむこの人を打ち砕こうと

その姿は人の子と異なっていたからであ
る―― 
52:15 彼は多くの国民を驚かす。王たち
は彼のゆえに口をつむぐ。それは彼らが
まだ伝えられなかったことを見、まだ聞
かなかったことを悟るからだ。 
53:1 だれがわれわれの聞いたことを信
じ得たか。主の腕は、だれにあらわれた
か。 
53:2 彼は主の前に若木のように、かわい
た土から出る根のように育った。彼には
われわれの見るべき姿がなく、威厳もな
く、われわれの慕うべき美しさもない。
53:3 彼は侮られて人に捨てられ、悲しみ
の人で、病を知っていた。また顔をおお
って忌みきらわれる者のように、彼は侮
られた。われわれも彼を尊ばなかった。
53:4 まことに彼はわれわれの病を負い、
われわれの悲しみをになった。しかるに、
われわれは思った、彼は打たれ、神にた
たかれ、苦しめられたのだと。 
 
53:5 しかし彼はわれわれのとがのため
に傷つけられ、われわれの不義のために
砕かれたのだ。彼はみずから懲らしめを
うけて、われわれに平安を与え、その打
たれた傷によって、われわれはいやされ
たのだ。 
53:6 われわれはみな羊のように迷って、 
おのおの自分の道に向かって行った。 
主はわれわれすべての者の不義を、 
彼の上におかれた。 
53:7 彼はしえたげられ、苦しめられたけ
れども、口を開かなかった。ほふり場に
ひかれて行く小羊のように、また毛を切
る者の前に黙っている羊のように、口を
開かなかった。 
53:8 彼は暴虐なさばきによって取り去
られた。その代の人のうち、だれが思っ
たであろうか、彼はわが民のとがのため
に打たれて、生けるものの地から断たれ
たのだと。 
53:9 彼は暴虐を行わず、その口には偽り
がなかったけれども、その墓は悪しき者
と共に設けられ、その塚は悪をなす者と
共にあった。 
53:10 しかも彼を砕くことは主のみ旨で
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主は望まれ/彼は自らを償いの献げ物と
した。彼は、子孫が末永く続くのを見る。 
主の望まれることは/彼の手によって成
し遂げられる。 
 
53:11 彼は自らの苦しみの実りを見/そ
れを知って満足する。わたしの僕は、多
くの人が正しい者とされるために/彼ら
の罪を自ら負った。 
53:12 それゆえ、わたしは多くの人を彼
の取り分とし/彼は戦利品としておびた
だしい人を受ける。彼が自らをなげうち、
死んで/罪人のひとりに数えられたから
だ。多くの人の過ちを担い/背いた者のた
めに執り成しをしたのは/この人であっ
た。 

あり、主は彼を悩まされた。彼が自分を、
とがの供え物となすとき、その子孫を見
ることができ、その命をながくすること
ができる。かつ主のみ旨が彼の手によっ
て栄える。 
53:11 彼は自分の魂の苦しみにより光を
見て満足する。義なるわがしもべはその
知識によって、多くの人を義とし、また
彼らの不義を負う。 
53:12 それゆえ、わたしは彼に大いなる
者と共に物を分かち取らせる。彼は強い
者と共に獲物を分かち取る。これは彼が
死にいたるまで、自分の魂をそそぎだし、 
とがある者と共に数えられたからであ
る。しかも彼は多くの人の罪を負い、と
がある者のためにとりなしをした。 

詩 51:14 （新共同訳） 
51:14 御救いの喜びを再びわたしに味わ
わせ/自由の霊によって支えてください。 

 詩 51:12 （口語訳） 
51:12 あなたの救の喜びをわたしに返
し、自由の霊をもって、わたしをささえ
てください。 

ヨハ 17:17 （新共同訳） 
17:17 真理によって、彼らを聖なる者とし
てください。あなたの御言葉は真理です。 

 ヨハ 17:17 （口語訳） 
17:17 真理によって彼らを聖別して下さ
い。あなたの御言は真理であります。 

 

金曜日 11月 20日  エレン・ホワイトを読む 

 

私たちはエレン·ホワイトをどのように読むべきでしょうか。彼女の著作物を正し
く理解し、適用するための指針をいくつかご紹介します。 
第一に、疑いの精神ではなく、祈りに満ちた前向きな姿勢と開かれた心を持っ
て始めましょう。私たちの心構えは、私たちが聞き、読み、見るものすべてを色づけ
るレンズです。私たちは、私たちの思考を導いてくださる聖霊を必要としていま
す。エレン·ホワイト自身がこう記しているとおりです——「自分の意見を支持する
目的で聖書を探究するならば、決して真理を発見することはできない。主は、いっ
たい、なんと言っておられるかということを学ぶために、探究しなければならない」
(『希望への光』 1226ページ、『キリストの実物教訓』 第８章)。彼女の著作物について
も同じことが言えます。 
第二に、読んだ内容の文脈を考慮しましょう。人々はしばしば、エレン·ホワイト
の著作物を、もともとの歴史的·文学的文脈から切り離された、孤立した記述や段
落の断片に基づいて理解してきました。エレン·ホワイトは、「時と場所を考えなけ
ればなりません」(『セレクテッド·メッセージⅠ』 63ページ)と書いています。文脈を無
視するというこの残念なやり方は、一部の教会員に多くの問題を引き起こしてきま
したし、今もなお引き起こし続けています。 



 

28 

第三に、原則に焦点を合わせましょう。エレン·ホワイトが特定の箇所で強調して
いる要点は何でしょうか。例えば1894年に、エレン·ホワイトはミシガン州バトルク
リークの教会員に、自転車の購入を非難する手紙を書き送っています(『教会への

証』 第８巻 50～53ページ、英文参照)。彼女が勧めようとしていた原則は、お金な
ど、神から与えられた資源を適切に管理することでした(当時、自転車は非常に高価

なものだったのです)。 
第四に、エレン·ホワイトが特定の主題について書いたものをすべて研究しまし
ょう。理解しにくい記述は、その主題に関する彼女の一般的な教えの文脈の中で
検証してください。エレン·ホワイトは生前、自身の著作物の誤用を嘆いていまし
た。「ホワイト姉妹からのメッセージといわれる多くのものが、ホワイト姉妹を誤解
させる働きをして、彼女の精神にも判断に合わないことを肯定させる結果と ……
なっています」(『セレクテッド·メッセージⅠ』 45ページ)。 
最後に、それがエレン·ホワイトの言ったことかどうかを確かめましょう。彼女の
ものと誤って伝えられている言葉が数多くあります。私たちが読んでいるものが
エレン·ホワイトの著作物からの引用であることを確かめる最も安全な方法は、そ
の出典の参照を探すことです。私たちは、それがどこに記されているかを確認した
なら、正しい原則を用いてそれを吟味することができます。 
私たちはエレン·ホワイトの預言的な著作物というすばらしい賜物を与えられて
います。多くの人に祝福をもたらしうるこれらの著作物を正しく読むことは極めて
重要であり、それらが誤用され、誤って適用されることは悲劇です。 
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